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研究成果の概要（和文）：　方定煥によって始められた韓国初の児童文化運動は、朝鮮王朝末期の農民運動や開化派近
代化運動、大日本帝国統治下の民族独立運動と無関係に考察することはできない。方定煥は天道教教主孫秉熙の娘婿で
あり、天道教少年会の活動が彼の少年運動の始まりだった。これは東学や天道教という近代朝鮮に大きな影響力を持っ
ていた宗教団体の教理や世界観の考察抜きに彼の児童観や業績を評価することはできないことを意味している。

研究成果の概要（英文）：Korea's first children's culture and literary movement　started by Bang, 
Jeong-Hwan, is greatly related to the the peasant movement and modernization movement of the Korean 
Dynasty and the ethnic independence movement under the Empire of Japan rule.
Bang, Jeong-Hwan is a son-in-law of the leader of a religious group that had a great influence on modern 
Korea. And his children's culture and literary movement started from the meeting of the religious group. 
This means that it is not possible to evaluate his performance without considering Donghak doctrine and 
worldview.

研究分野：韓国児童文学研究
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近代以降の韓国児童文化文学を理解する
上で最重要人物と言える方定煥に関して、
日本ではいまだに本格的な研究がなされた
ことがない。また、韓国児童文化文学研究
もまだ端緒に就いたばかりである。 
 
２．研究の目的 
近代韓国児童文学の歴史と性格、その全
体像を理解するために、韓国児童文学成立
期における児童文化運動を明らかにする。 
具体的には、成立期の韓国児童文学の主
たる発表舞台であった１９４５年以前（解
放前）の児童雑誌の総合的研究を通して、
児童雑誌刊行の背景にあった児童文化運動
を解明することと、韓国児童文学・児童文
化運動の開拓者として知られながらも、未
だに日本語での総合的研究および評伝等の
公開がなされていない方定煥(パン・ジョン
ファン)の研究と評伝の編纂を通して韓国
児童文学研究の基礎を築く。 
 
３．研究の方法 
韓国児童文学学会会長である黃正鉉（ソ
ウル教育大学校国語教育学科教授）の研究
協力を受けながら、慶熙大学・韓国児童文
学研究センター、大韓民国国立中央図書館、
ソウル大学図書館、延世大学図書館等で１
９４５年以前の児童雑誌ならびに方定煥関
連書籍の資料収集・研究を行う。 
さらに、方定煥研究に関しては、日本に
おける韓国児童文学研究の確固たる一里塚
を築く目的で、天道教などの関連施設の訪
問、踏査等独自の調査研究で裏付けながら、
韓国語でまとめられている評伝訳出を基礎
作業として行い、注解・解説に研究成果を
反映させた上でまとめる。 
 
４． 研究成果 
（１）はじめに 
方定煥（パン・ジョンファン、１８９９

年１１月９日〜１９３１年７月２３日）は
「韓国児童文学の父」あるいは「韓国の子
どもたちの父」として敬愛される韓国近代
児童文学の開拓者で、先駆的人権運動家で
ある。ソウル市内のオリニ（子ども）大公
園には大きな銅像が立てられており、子ど
も向けの偉人伝記全集でも定番で、ある種
伝説化された英雄である。 
１９３１年に齢３１歳で人々に惜しまれ
ながら夭折したが、短期間で成し遂げた業
績は大きい。韓国初の本格的児童文芸誌『オ
リニ』の創刊をはじめ、『新青年』、『新女性』、
『学生』などの韓国近代を代表する重要な
雑誌を編集したほか、口演童話会、少年問
題講演会、児童芸術講習会、少年指導者大
会などを主催し、啓蒙運動、児童文化運動、
児童文学運動の指導者として文学史、教育
史に特筆される。 
従来朝鮮では、子どもは「児孩（アヘ）」

や「童蒙（ドンモン）」と呼ばれ、人格が認
められていなかった。しかし方定煥はそれ
を儒教的旧弊とみなし、子どもの人格を尊
重した呼称を創造しその普及に努めた。老
人に対する「ヌルグニ」、若者を指す「チョ
ルムニ」と同格で、幼い人という意味の純
粋韓国語である「オリニ」を造語したので
ある。方定煥は彼が創刊した韓国初の児童
文芸誌にこの『オリニ』の名称を使い、「オ
リニナル（＝子どもの日」」を創設しながら、
大人たちに「オリニを見下げないで、見上
げるようにしてください」「オリニに敬語を
使いやさしくしてください」などと呼びか
けた。こうした一連の近代的児童人権運動
であり啓蒙運動である方定煥の「オリニ運
動」は、世界的にも先駆的な例であるとし
て韓国で高く 評価されている。 
 
（２）方定煥の誕生 
 方定煥は１８９９年漢城（今のソウル）
に誕生した。大韓帝国の時代である。 
日清戦争で清が大日本帝国に敗れ、１８
９５年４月１７日に日清講和条約（下関条
約）が締結された。これによって朝鮮王朝
は長きにわたる清の冊封体制から離脱した。 
方定煥が生まれた家から程近いところに
はこの清との冊封関係を象徴する迎恩門が
あった。現在、西大門独立公園となってい
る場所である。迎恩門は１６世紀に建てら
れ、３００年に渡って中国皇帝の勅使を迎
えてきた。しかし１８９６年、迎恩門は破
壊され、代わりにパリのエトワール凱旋門
を模倣した独立門が建てられた。同じく隣
接して建てられていた中国からの使臣のた
めの施設である慕華館も独立館に改められ
た。つまり、中華を慕いその恩を迎えてい
た時代、朝鮮王朝の王が中国皇帝の臣下で
あった時代は方定煥が生まれるその少し前
に終焉を迎えていた。方定煥は新時代を迎
える地殻変動の時代に生を受けたのである。 
 
（３）方定煥の生家と時代背景 
 方定煥の生家は、王宮に食材を納品する
豪商だった。朝鮮王朝の正宮だった景福宮
前は、現在、韓国が誇る固有文字のハング
ルを創製した朝鮮王朝第４代国王世宗大王
の巨大な像と噴水で美しく造成された記念
広場になっている。世宗大王とハングル文
字を韓国の歴史と文化の求心力とする象徴
的文化空間である。この広場の西側が方定
煥の生家があった夜珠峴市場があったとこ
ろで、現在の行政区画では唐珠洞（タンジ
ュドン）と呼ばれている。韓国筆頭の文化
ホールである世宗文化会館が目印である。
世宗文化会館の並びの王宮側には政府総合
庁舎があり、広場の対岸にはアメリカ大使
館、景福宮の後方には大統領府の青瓦台が
ある。このような、現在も過去も政治の中
枢であった一等地に店を構える豪商の家門
に方定煥は生まれたのだった。 



朝鮮時代からの慣習で名家の跡継ぎは早
婚だったが方定煥の父親も例外ではなかっ
た。父は二十歳、祖父が四十二歳のときに
誕生している。男子の誕生を格別に望んだ
この時代、方定煥の誕生は、家族はもちろ
んのこと隣近所に出入りの者まで多くの
人々からの祝福があったに違いない。 
しかし、この方定煥が生まれた１９世紀
末韓国の時代背景というのは、新たな世界
観が必要とされた大きな地殻変動の時代で
あった。これまでの中華秩序の中で安定し
ていた東アジアの世界は崩壊し、世界列強
と対峙する近代国家を樹立しなければなら
ない世界史的局面に立たされていたのであ
る。中華秩序の崩壊とは、これまで＜倭＞
の国として中華文明から外れた野蛮な島国
としてみなされていた日本が、日清戦争で
勝利を収めたことに始まるが、それ以前に
旧態依然とした王宮の内部の問題が噴出し
ていた時代でもあった。 
日清戦争に大日本帝国は勝利し、中華秩
序は崩壊した。日清講和条約によって朝鮮
はこれまでの清との冊封関係から離脱させ
られたが、自力で独立自立の道を選択した
わけではなかったので朝鮮王朝は混乱した。
これまでの中華秩序の中で育んできた精神
構造上、非文明国の野蛮な倭人である日本
人が世界史の舞台に登場してきたことに対
する生理的不快感は相当なもので、まった
くもって受け入れがたい事態だったに違い
ない。悪評高い朝鮮の精神病理、事大主義
の対象をかつての大国清からロシアに変え
ただけといった状況を生み出していった。 
 方定煥の幼少期は、家庭的には恵まれた
環境の中で過ごすことができた。一方で、
この時代の様相を別の角度から俯瞰すると、
混乱を極めた朝鮮王宮の外では、意志ある
エリートたちが立ち上がっていった時代で
もあったのである。朝鮮の地を離れ外国に
学び、広い世界と近代の精神を知った留学
生たちの活躍があった。『独立新聞』の発刊
や、独立門の建立など自主独立を掲げた政
治的行動が王宮の外部で生まれていった。 
 独立協会は＜独立・自由・平等＞という
新しい世界観を掲げたが、外国からの圧力
ではなく、朝鮮内部の旧勢力による弾圧に
よって分裂していった。それに加え、世界
史の新しい局面でこれまでの東アジア世界
の中華秩序を覆し頭角を現した新日本の積
極的な干渉があった。亡国の危機に直面し
た朝鮮憂国の志士たちは、最初は義兵蜂起
などの抗争で抵抗していたが、いち早く近
代化を取り入れた大日本帝国の国力に到底
及ばない朝鮮の前近代的な実情に気づくや、
所謂愛国啓蒙運動を始めていく。なかでも
教育の重要性が自覚され、数々の私立学校
が設立されていった。 
 
（４）教育救国主義私立学校運動と方定煥
が学んだ学校 

韓国の歴史観の中で、近代史における「教
育救国主義私立学校運動」は、重要な意味
を持っている。旧体制の崩壊と新しい世界
史の流れの中で亡国の危機に立たされた朝
鮮民族は、自主独立の意志と抗日意識を新
しい教育の中で高揚すべく、教育救国主義
私立学校運動として具体的に取り組んだ。
方定煥はこうした民族運動の一環として設
立された名門私立学校である普成小学校に
入学した。 
 
（５）方定煥生家の没落 
 １９０５年９月、ポーツマス条約が締結
され、日露戦争は日本の勝利に終わった。
続く１１月には第二次日韓協約を結び大韓
帝国を実質的に保護国とした。こうした時
代の荒波に方定煥の生家も飲み込まれ、幸
せだった幼い頃の生活は一変する。 
 方定煥の生家は、朝鮮王朝とその命運を
共にした。方定煥が生まれて１０年余りた
った１９１０年には、ついに韓国併合の憂
き目を見ることになってしまった。朝鮮王
宮の斜陽とともに方定煥生家の家運も傾き、
生活は困窮を極めた。 
 方定煥が書いた初めての童謡は「きょう
だい星」だが、その詩のモチーフは、この
ころの方定煥自身の困窮した生活と悲しい
家族の思い出であるといわれている。 
 
（６）善隣商業学校入学――１９１９年（１
３歳） 
 方定煥は、１９０５年に新設されたばか
りの私立普成小学校に入学している。韓国
では「教育救国主義私立学校運動」として
近代教育史に記される民族自立を掲げる愛
国啓蒙運動があったが、方定煥が入学した
普成小学校はまさにその代表的名門私立学
校である。しかし、日露戦争に勝利した日
本の勢力の膨張とともに朝鮮王室は没落し、
王室御用達商家であった方定煥の家も没落
し、普成小学校は２～３年で通えなくなっ
てしまった。 
その後、方定煥は、１９１３3 年に善隣
商業学校に入学した。しかし卒業まで一年
を残して中退してしまった。   
 
（７）朝鮮総督府土地調査局「写字生」時
代――１９１５年（１５歳） 
 商業学校での学業が適性に合わなかった
からなのか、善隣商業学校を中退した方定
煥は１９１５年１５歳で、初めて働き口を
得た。それは、朝鮮総督府土地調査局で帳
簿を書き写す「写字生」の仕事だった。 
現在、いわゆる民族運動のリーダーとし
て尊敬されている方定煥が、その実情を知
らずに関わった末端の仕事だったとはいえ、
現在では土地収奪事業との悪名高い朝鮮総
督府による土地調査局に関係していたとい
うのは確かに皮肉なことである。 
しかし、弱冠１５歳の少年である。しか



も親の引いたレールを自ら外れ、学校を中
退し、社会に放り出された彼だ。生きてい
くために藁をもつかむような必死の想いが
そこにはあったのではないだろうか。未成
年の少年が大人の庇護を離れ、一人社会の
中で生計を立てていくということは、多く
の場合、悪しき時代性にのみ込まれてしま
うということを示しているのではないだろ
うか。 
 
（８）方定煥の結婚――１９１７年（１７
歳） 
 １５歳で初めて職に就いた方定煥だった
が、その２年後にはもう結婚している。朝
鮮社会は伝統的に早婚であった。そして、
この結婚こそ、方定煥の運命を大きく変え
るものであったといえる。方定煥は、当時
百万から二百万もの教徒が信奉したといわ
れる天道教の教祖である孫秉熙（ソン・ビ
ョンヒ、１８６１～１９２２年、忠清北道
清原郡生まれ）の三女孫溶嬅（ソン・ヨン
ファ）と１９１７年４月８日に結婚したの
である。この日は孫秉熙の誕生日であった。 
 ところで、なぜ、方定煥はそのような縁
に恵まれたのだろうか。それは、子息の結
婚は親が決めるという朝鮮社会の伝統にも
れず、方定煥の父親が関係している。方定
煥の父、方慶洙は、天道教（東学）を信奉
していた。そして、一信徒であっただけで
なく、孫秉熙に最も近い人物である権秉悳
（クォン・ビョンドク、１８６８年 ～１９
４４年、忠清北道請願生まれ）の弟分とし
て長らくその近くにいたようである。義兄
弟の契りを結んでいたとも言われている。
その権秉悳が義兄弟の弟分として可愛がっ
た方慶洙の息子の方定煥を、孫秉熙の娘婿
に紹介したのである。権秉悳は天道教の重
要人物であり、１９１９年３月１日の独立
宣言でも天道教代表として孫秉熙とともに
署名を残しており、孫秉熙の臨終も看取っ
ている。こうして方定煥にも、父親方慶洙
が信奉する天道教との関係が結ばれていっ
たのだろう。しかも、父方慶洙が教団の中
でも特に親しんだ兄貴分が教団の実力者で
ある権秉悳である。権秉悳は教祖の孫秉熙
の近くにもいた。そうしたつながりで、三
番目の娘溶嬅の婿候補として方定煥が浮上
した。しかし、それはあくまでもきっかけ
であったに過ぎない。結婚は、孫秉熙自身
が方定煥と面会し、その目を見て決めたも
のだという。このようにして、方定煥は満
１７歳で結婚した。 
 
（９）妻の父・孫秉熙 
  
方定煥の結婚相手の父親である孫秉熙は、
天道教の教祖として教団を率い宗教的な思
想を伝道しただけでなく、民族の自立と近
代的国家建設のために私立学校教育の振興
に力を注いでいたのだった。その流れで、

方定煥も義父の教団が運営する普成専門学
校（後の高麗大学校）に入学することにな
ったのである。現在、韓国の教育史研究で
は、こうした一連の所謂＜教育救国運動＞
は大変重要視されている。自発的な自立と
近代化への意志が民衆の中に強固に存在し、
格闘していたという事実は歴史観の要とな
っている。 
東学ならびに東学農民戦争から続く天道
教と孫秉熙、そして孫秉熙の娘婿となって
彼が支援し運営した私立学校で学んだ方定
煥と後に彼が興した＜オリニ運動＝子ども
の人権と文化の運動＞はそうした歴史観の
中で一連の動きとして評価されているので
ある。 
また、孫秉熙は出版事業にも力を注いだ。
信仰がその基盤にあるのだが、社会事業と
して学校教育と出版活動に力を入れた事実
は、まさに近代への志向であった。学校教
育と出版事業の二点は、孫秉熙が日本亡命
時に見た日本の近代から彼が着目したもの
だと言える。方定煥は、義父の学校で学び、
出版を学び、そして韓国初の児童文芸誌『オ
リニ』を創刊し児童文学を開拓していくの
である。 
 
（10）天道教人としての方定煥 
 こうして方定煥は、父親が天道教の信徒
であったこととその人間関係から、時代を
象徴する教団教祖の娘との結婚に至る一大
転機を迎えた。代々その教団に所属するこ
とを＜継代教人＞と呼ぶが、方定煥は父の
代からの継代教人に他ならない。しかし、
個人としての方定煥の信仰はいかほどのも
のだったのだろうか。 
方定煥は、１９才の時に家で漢学を勉強
するために老教師１人を迎え漢書を読んで
いた。孫溶嬅と結婚して嘉会洞の妻の父の
家で新婚生活をしている時だ。李相琴は、
この時期に今さらなぜ漢書の勉強をしたの
だろうか、という疑問を持ち、恐らく、漢
書というのは天道教の経典である『東経大
全』でないかと推測している。  
方定煥の思想を理解するためには天道教
の教義を理解しなくてはならない。もとは
東学であった天道教の基本概念を理解する
のは容易なことではないが、韓国では尹錫
山（ユン・ソクサン）の『注解東学経典（東
経大全・龍潭遺詞）』（東学社、２００９年）
やキム・ヨンオクの『도올심득 東経大全』
（통나무、２００４年）が出ており、日本
語では呉知泳『東学史』が梶村秀樹の訳と
解説で読める（平凡社、１９７０年）。 
 
（11）おわりに 
方定煥は、１９１９年の３・１独立運動
主導者の一人である天道教教主孫秉熙（ソ
ン・ビョンヒ）の娘婿である。天道教はも
ともと東学といい、１８９４年の甲午農民
戦争（東学党の乱）では孫秉熙も戦ってい



る。その後孫秉熙は独立協会の人物たちと
交流し、農民運動、開化派近代化運動のリ
ーダーとして活動した。しかし、独立協会
や東学は旧勢力から弾圧されたので、孫秉
熙は１９０１年に日本へ亡命する。そこで
明治維新以後近代化した東京を目にし、朝
鮮の内政改革や近代化、人材育成の必要性
を説くようになる。 
１９０５年には東学は天道教と改称され、
方定煥も、天道教の熱心な信者であった実
父の関係で入信することになる。そして天
道教少年会を発足させ、そのリーダーとし
て少年運動を推進していく。 
このような関係から、方定煥も３・１独
立運動にかかわり、１９２０年には憲兵か
ら逃れるように東京へ留学していった。そ
して留学先の東京で、当時隆盛していた日
本の『赤い鳥』などの児童文芸誌や童話、
童謡といった児童文化に触れ、韓国初の単
行本童話集『愛の贈り物（サランエソンム
ル）』を刊行し、韓国初の本格的児童文芸誌
『オリニ』を創刊していくのである。 
これらの一連の流れや方定煥を中心とし
たその家族や親族、周辺の人物を眺めただ
けでも、彼によって始められた韓国初の児
童文学運動やオリニ運動は、朝鮮王朝末期
の農民運動や開化派近代化運動、大日本帝
国統治下の民族独立運動と無関係に考察す
ることはできないことが理解できる。さら
に、方定煥が天道教教主孫秉熙の娘婿であ
り、天道教少年会の活動が彼の少年運動の
始まりだったことは、東学や天道教という
宗教団体の教理や世界観、人間観の考察抜
きに彼の児童観や業績を評価することはで
きないことを意味している。 
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